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研究目的

非定常な流体の運動から発生する音を流体音(または空力音)と言う。本研究で注目するのは、低いマッハ数に
おける流体音の問題である。特に、エッジトーンを音源とするリコーダーやフルート等のエアリード器の発音機構、
木管楽器の音孔の開閉に伴う異音の発生機構、エオルス音の発生機構、バスレフスピーカーのポートノイズの
発生機構等の問題を取り扱う。そのために、3次元解析に必要な大規模並列解析の効率化とそれに伴うプレポス
ト処理および可視化の問題を解決し3次元の流体音の発生メカニズムの解析を行う。

研究項目

(1) エアリード楽器の3次元大規模計算に基づく発音機構の解明

楽器のモデル HECの結果

Howeのエネルギー推論(HEC)を

用いて流体と音間のエネルギー遷移

を調べる

(2) LESおよびDNSを用いたエッジトーンおよびエオルス音の厳密解析

発振状態 流速vs音響エネルギー

ジェットの流速と音響エネルギーの

関係を調べる

(3) 音孔のトポロジー変化を伴う動的解析 (4) ポートノイズの3次元大規模解析

音孔の開閉を再現する ポートノイズ発生のメカニズムを解明する

開 ポート部分の渦度

閉 HECの結果
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